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に、 (1)並行に動作する DFSM 群、 (2)観測不可能な非決定性有限状態機械 (NFSM) 、 (3)時間制約付きの FSM、の 3
つのタイプのモデルに対する適合性試験法を提案する。
複数のチャネルを制御するプロトコルでは、 1 つの制御部を l つの DFSM で記述し、システム全体を共通する入
力を奪い合いながら非決定的に動作する並行 DFSM 群としてモデル化することが自然な場合が多い。通常、 DFSM
群全体を単一の NFSM に変換し、その NFSM に対して試験を行うが、変換した NFSM の状態数がもとの DFSM
群の状態数の積に比例してしまう、などの問題がある。本論文では、いくつかの仮定の下で、 DFSM 群の状態数と
選移数の和のオーダーで状態と選移の確認を行う適合性試験法を提案する。また、 DFSM 群の直積マシンは、観測
不可能な非決定性有限状態機械 (Non-ONFSM) となり、一般には Non-ONFSM を直接試験することができないこ









法を基に、(1)並行に動作する DFSM 群、 (2)観測不可能な非決定性有限状態機械 (NFSM) 、 (3)時間制約付き FSM、
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の 3 つの新しいタイプのモデルに対する適合性試験法を提案している。
一般に、複数のチャネルを制御するプロトコルでは、 l つの制御部を l つの DFSM で記述し、システム全体を非
決定的に動作する並行 DFSM 群としてモデル化することが多 L 、。この場合、 DFSM 群全体を単一の NFSM に変換
し試験を行うが、変換した NFSM の状態数がもとの DFSM 群の状態数の積に比例してしまう、などの問題がある。
本論文では、ある仮定の下で、 DFSM 群の状態数と選移数の和のオーダーで実行可能な適合性試験法を提案してい
る。また、 DFSM 群の直積マシンが観測不可能な非決定性有限状態機械 (Non-ONFSM) となる場合、一般にはそ
のような Non-ONFSM を直接試験できないことが知られている。本論文では、ある十分条件の下でこの Non­
ONFSM を直接試験するための一つの方法を提案している。さらに、本論文ではマルチメディア通信プロトコルな
ど時間制約付プロトコルの仕様記述のためのモデルとして 1/0 時間オートマトンモデルを提案し、そのモデルに対
する適合性試験法を提案している。本研究成果により、プロトコルの信頼性向上のための新たな適合性試験法が構築
されており、適合性試験法の研究分野の発展に大きく貢献している。よって、博士(工学)の学位論文として価値の
あるものと認める。
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